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第
６
回
目
は
研
究
開
発
本
部
を
紹

介
し
ま
す
。
研
究
開
発
本
部
は
、

1
9
5
1
年
に
中
央
研
究
所
と
し
て

開
設
以
来
60
余
年
に
渡
り
U
B
E
の

研
究
開
発
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
５
研
究
所
と
１
研

究
室
の
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
中
期

経
営
計
画「C

hange
&
C
hallenge

-

更
な
る
成
長
に
向
け
て-

」
の
基
本

方
針
に
沿
っ
て
、
既
存
事
業
分
野
と

新
規
事
業
分
野
の
研
究
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

既
存
事
業
分
野
は
、
既
存
事
業
の

拡
充
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
各
カ
ン
パ
ニ
ー
、
事
業
部
と
の

密
接
な
連
携
の
も
と
に
、
役
割
分
担

を
明
確
に
し
て
研
究
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

新
規
事
業
分
野
は
、
当
社
の
中
・

長
期
の
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
研
究
開
発
本
部
が
主
体
と
な
り

カ
ン
パ
ニ
ー
の
関
係
部
署
、
関
係
会

社
と
の
連
携
の
も
と
に
進
め
、
研
究

開
発
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
下
図
参

照
）
に
沿
っ
て
新
炭
素
源
・
次
世
代

ケ
ミ
カ
ル
ズ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
電
子
関
連

の
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
新

た
な
コ
ア
事
業
を
育
成
す
べ
く
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

研
究
開
発
本
部
で
は
、
明
日
の

宇
部
興
産
を
担
う
製
品
や
技
術
の

研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
に
は
宇
部
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
㈱
の

研
究
開
発
部
門
を
U
B
E
へ
統
合

し
、
新
規
の
材
料
開
発
に
特
化
し

た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

外
部
と
の
共
同
研
究
も
実
施
し
て

お
り
、
色
々
な
形
で
U
B
E
の
新

し
い
可
能
性
を
開
く
研
究
開
発
を

皆
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
無

災
害
の
継
続
を
目
指
し
、
研
究
員

及
び
地
域
の
皆
様
の
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
有
機
化
学
研
究
所
の
本
館
は
、

1
9
5
1
年
に
村
野
藤
吾
の
設

計
に
よ
り
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

「
ア
エ
ル
・
ヤ
マ
グ
チ
」
の
村

野
藤
吾
作
品
コ
ー
ス
で
最
初
に

訪
れ
る
建
物
に
設
定
さ
れ
て
お

り
、
時
々
見
学
の
方
が
見
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
研

究
所
で
あ
り
、
中
に
は
入
れ
ま

せ
ん
が
玄
関
付
近
が
特
長
的
と

い
う
こ

と
で
、

門
の
外

か
ら
で

も
見
え

ま
す
の

で
覗
い

て
み
て

下
さ
い
。

本
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ横田本部長

・
環
境
保
全
活
動

1
9
9
9
年
に
I
S
O
1
4
0
0
1

認
証
を
取
得
し
て
以
来
、
地
道
な
環

境
保
全
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
研

究
所
は
製
造
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
CO₂
排
出
量
は
宇
部
興
産
全
体
の

0.1
％
以
下
で
す
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
を

原
料
に
し
た
化
成
品
の
製
造
技
術
に

関
す
る
研
究
や
ラ
ク
タ
ム
の
新
製
法
、

高
機
能
で
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
照
明

材
の
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
ら
の
幅
広
い
研
究
活
動
の
成
果

を
通
し
て
CO₂
排
出
量
削
減
な
ど
地
球

環
境
保
全
に
大
き
く
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

・
保
安
防
災
活
動

　
老
朽
化
設
備
の
更
新
と
建
屋
の
耐

震
補
強
を
順
次
進
め
て
お
り
、
耐
震

補
強
対
象

の
２
棟
は

対
策
が
ほ

ぼ
完
了
し

ま
し
た
。

・
労
働
災
害
防
止

　
各
研
究
所
で
は
色
々
な
実
験
を
行

っ
て
お
り
、
ハ
ザ
ー
ド
と
職
場
環
境

は
様
々
で
す
。
そ
こ
で
多
角
的
な
視

点
か
ら
安
全
職
場
を
作
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
様
々
な
職
場
の
若
手
・
ベ

テ
ラ
ン
・
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
参

加
す
る
職
場
相
互
作
業
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
を
毎
月
実
施
し
、
お
互
い
に
作

業
の
や
り
方
や
設
備
の
良
い
点
や
問

題
点
な
ど
を
指
摘
し
合
う
こ
と
で
、

安
全
意
識
の
高
い
職
場
に
学
び
な
が

ら
研
究
所
全
体
の
安
全
レ
ベ
ル
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
研
究
所
は
工
場
の
様
に
大
量
に
モ

ノ
を
扱
う
機
会
は
少
な
い
の
で
、
量

的
リ
ス
ク
は
小
さ
い
の
で
す
が
、
多

種
類
の
有
害
な
モ
ノ
・
危
険
な
モ
ノ

も
扱
っ
て
お
り
、
実
験
装
置
も
多
種

多
様
で
す
。
お
の
ず
と
非
定
常
作
業

も
多
く
な
り
、
災
害
が
起
き
易
い
環

境
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
私
達
は
、

安
全
衛
生
委
員
会
を
中
心
に
、
職
制
、

職
場
、
安
全
担
当
が
一
体
と
な
っ
た

活
動
を
基
本
方
針
と
し
て
、
安
全
衛

生
、
環
境
保
全
、
保
安
防
災
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
・
安
全
へ
の

　
　
　
　  

取
り
組
み

研究開発本部
（宇部地区）

村
野
藤
吾
作
品

安全衛生会議

本 館 玄 関

研
究
開
発
本
部

研
究
開
発
本
部

※社会動向に対する課題を整理し、それに対応した当社の重点領域で4つの重点分野を定め、UBEの持つ
研究資源を様々な形で投入して、新規事業の創出を目指しています

　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
9
年
（
1
9
3

4
）
の
長
門
工
業
学
校
で
す
。
大
正
3

年
（
1
9
1
4
）
4
月
に
宇
部
徒
弟
学

校
と
し
て
開
校
し
、
8
年
に
宇
部
工
業

徒
弟
学
校
、
10
年
に
徒
弟
学
校
制
度
の

廃
止
を
受
け
長
門
工
業
学
校
と
順
に
名

を
改
め
、
昭
和
23
年
の
学
制
改
革
で
宇

部
工
業
高
等
学
校
に
併
合
さ
れ
ま
し
た
。

開
校
の
目
的
は
、
宇
部
新
川
鉄
工
所

（
現
在
の
宇
部
興
産
機
械
㈱
）
で
働
く

技
術
者
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、
多

く
の
子
弟
へ
教
育
の
機
会
を
広
げ
る
こ

と
。
修
業
期
間
は
2
年(

後
に
4
年)

で
、

午
前
中
に
授
業
を
受
け
、
午
後
か
ら
は

工
場
で
の
実
習
。
授
業
料
は
免
除
で
、

実
習
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
教
育
の
充
実
に
向
け
て
は
、
明
治
43

年
（
1
9
1
0
）
4
月
に
沖
ノ
山
家
庭

学
校
（
後
に
宇
部
市
に
移
管
）
、
大
正

2
年
4
月
に
済
美
女
学
校
（
現
在
の
県

立
宇
部
高
等
学
校
）
の
開
校
も
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
9
年
（
1
9
3

4
）
の
長
門
工
業
学
校
で
す
。
大
正
3

年
（
1
9
1
4
）
4
月
に
宇
部
徒
弟
学

校
と
し
て
開
校
し
、
8
年
に
宇
部
工
業

徒
弟
学
校
、
10
年
に
徒
弟
学
校
制
度
の

廃
止
を
受
け
長
門
工
業
学
校
と
順
に
名

を
改
め
、
昭
和
23
年
の
学
制
改
革
で
宇

部
工
業
高
等
学
校
に
併
合
さ
れ
ま
し
た
。

開
校
の
目
的
は
、
宇
部
新
川
鉄
工
所

（
現
在
の
宇
部
興
産
機
械
㈱
）
で
働
く

技
術
者
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、
多

く
の
子
弟
へ
教
育
の
機
会
を
広
げ
る
こ

と
。
修
業
期
間
は
2
年(

後
に
4
年)

で
、

午
前
中
に
授
業
を
受
け
、
午
後
か
ら
は

工
場
で
の
実
習
。
授
業
料
は
免
除
で
、

実
習
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
教
育
の
充
実
に
向
け
て
は
、
明
治
43

年
（
1
9
1
0
）
4
月
に
沖
ノ
山
家
庭

学
校
（
後
に
宇
部
市
に
移
管
）
、
大
正

2
年
4
月
に
済
美
女
学
校
（
現
在
の
県

立
宇
部
高
等
学
校
）
の
開
校
も
行
い
ま

し
た
。

研究所探訪研究所探訪

　
日
本
全
国
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

う
ち
、
2
割
は
人
や
貨
物
の
輸
送
に
よ
っ
て

放
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
や
船
の

燃
費
を
向
上
す
る
こ
と
は
環
境
改
善
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
興
山
丸
は
従
来
の
エ
ン
ジ
ン
駆
動
と
電
気

モ
ー
タ
ー
に
よ
る
推
進
を
組
み
合
わ
せ
た
革

新
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
推
進
シ
ス
テ
ム
を
搭

載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
先
端
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

気
象
情
報
や
潮
流
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
最
適
な
航
路
、
速
度
を
提
案

す
る
新
開
発
の
航
海
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ン
・
マ
イ
ル
当
た

り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
20
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
日
本
物
流
団
体

連
合
会
が
選
出
す
る
物
流
環
境
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
船
員
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
く
る
将
来
に
お
い
て
も
、
安
全
、
ク

リ
ー
ン
、
迅
速
な
輸
送
を
行
う
た
め
に
操
船

統
合
シ
ス
テ
ム
も
新
た
に
開
発
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
と
電
気
モ
ー
タ
ー
を
最
適
な

バ
ラ
ン
ス
で
自
動
制
御
す
る
な
ど
の
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
支
援
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
貨
物

船
で
は
類
を
見
な
い
レ
ベ
ル
で
女
性
専
用
ス

ペ
ー
ス
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
興
山
丸
の
外

観
は
従
来
の
セ
メ
ン
ト
タ
ン
カ
ー
の
機
能
美

を
踏
襲
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
身
は
世

界
最
先
端
の
技
術
を
満
載
し
た
ハ
イ
テ
ク
ス

ー
パ
ー
エ
コ
シ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
長
160
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
船
体
に
ス
カ

イ
ブ
ル
ー
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
ま
と
っ
た

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
興
山
丸
は
セ
メ
ン
ト
輸

送
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
1
0
0
0
台
分
に

相
当
す
る
最
大
2
万
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
積

載
し
、
福
岡
県
（
苅
田
）
、
山
口
県
（
宇

部
）
か
ら
東
京
（
港
区
）
へ
セ
メ
ン
ト
を
輸

送
し
、
首
都
圏
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
並
び
に
東

北
地
方
の
復
興
に
よ
る
旺
盛
な
需
要
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
興
山
丸
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
船
と
い
う
特
長

を
活
か
し
て
、
舵
と
一
体
化
し
た
電
気
モ
ー

タ
ー
に
よ
っ
て
き
め
細
か
な
操
船
制
御
が
可

能
で
す
。
そ
の
場
で
360
度
旋
回
し
た
り
、
真

横
へ
航
行
し
た
り
す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
の
大

型
貨
物
船
で
は
不
可
能
だ
っ
た
動
き
を
可
能

に
し
、
他
の
大
型
船
が
狭
い
港
の
中
で
タ
グ

ボ
ー
ト
の
力
を
借
り
な
が
ら
四
苦
八
苦
し
て

い
る
横
で
、
自
力
で
あ
っ
と
い
う
間
に
離
着

桟
し
て
し
ま
う
光
景
は
船
舶
輸
送
の
未
来
さ

え
も
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

環境
安全部
だより

環境
安全部
だより

物
流
環
境
大
賞
受
賞

ス
ー
パ
ー
エ
コ
シ
ッ
プ

「
セ
メ
ン
ト
タ
ン
カ
ー
興
山
丸
」

瀬戸内海で全速力で海上公試性能試験中の興山丸。
船の後で小さな弧を描く波から船体を水平に保った
まま安定して急旋回していることがわかります。
また波があまり立っていないことも興山丸が水抵抗
の少ない省エネ船であることが分かります。

写真で振り返る 「宇部興産物語」
明日の技術者を育む、長門工業学校

長門工業学校校舎の前にて

■宇部興産物語
■環境安全部だより
■研究所探訪

■こんにちは宇部興産です
■地域の顔
■クラブ紹介
■社員登場
■おしらせ

「翼」地域コミュニケーション誌No. 6 2015年5月
(次回以降の発行予定：6月と12月の年2回)

探索中
at UBEアイプラザ

ロボくん

トワイライト  撮影：今西　亜紀子様（宇部市）


